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Construction of experimental materials for memory of movement 

Kumiko Fujioka and Kazuaki Sugihara (11~stitute 

305-8572, Japan) 

of Psychology, U14iversity of Tsvtkuba. Tsukuba 

The purpose of this study is to construct experimental materials for research on memory 

or learning of movement. An expert dancer prepared 32 simple ballet movements that can be 

performed without prior dance training. These movements were presented to 24 female university 

students via video cassette recorder. Subjects were asked to rate the visual intelligibility and 

the difficulty of performing. The results from cluster analysis using rating scores is as fol-

10ws: l. Four clusters were abstracted "hlgh vrsual Intellrgibrlrty and low chfficulty of per 

formlng", "middle-visual intelligibility and middle-difficulty of performing", "low vlsual mtel 

ligibility and middle dlfflculty of performmg" and "low vrsual mtellrgibillty and high dlfficulty 

of performlng" were abstracted 2 Sets of movements that were mcluded in each cluster were 

characterized by complexity of both arm movement and leg movement. 

Key words: memory of movement, ballet movement, visual intelligibility, difficulty of perform-

ing. 
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運動パターンは材料が視覚的提示されるために，視

覚的要因も材料の統制，選択の上で重要な要因にな

る．多要因の実験計画には等質な材料を用いるため

の材料の統制が不可欠である．しかし，一つの研究

で複数の要因について多くの材料を事前に考慮する

のは難しい．実際に，これまでのいくつかの記憶・

学習研究では，バレエやダンスの動作を材料として

用いられいるが，そこでは，材料の性質の十分な検
討がなされて㌧・ない（Fo1ey，Bouffard，Raag，＆

DiSanto－Rose，　199ユ；　Gray，　Neisser，　Shapiro，　＆

Kouns，199ユ）．事前に材料の性質の十分な検討がな

されていない場合，得られた結果に再現性がない，

あるいは一般化できないなどといった問題が生じる

可能性が指摘できる．

　以上の点を踏まえて，本研究は以下のように記憶

実験のための運動材料の作成を目的とする．バレエ

の動作を用いて，映像により視覚提示可能な材料を

作成し，評定によって，学習者である被験者にとっ

ての視覚的理解のしやすさと行動調整上の困難さの

水準が，どのような階層になっているかを明らかに

する．さらに，それが動作の複雑性のレベルなど，

実験者が予想可能な動作の分類と対応しているかを

調べる．これにより，今後の動作の記憶実験の際の

材料選択の目安を提供することを目的とする．評定

は，行動調整の困難さ，見た目のわかりやすさの点

で行う．評定値をもとにクラスター分析を行い，材

料がどのようなクラスターを構成するかという点に

ついて検討する．

方　法

対象者　大学生女子24名．

材料　特別の訓練経験がなくても遂行可能であると

いう基準で，バレエのインストラクターによってバ

レエの基本的なムーブメントから2拍の四肢の運動

パターン32個が選択された．これらのムーブメント

をインストラクターが遂行しているところを，それ

ぞれ正面及び背面から撮影した1これら32個の動作

を4群に分け，それぞれ1本のビデオに編集した．

各動作は数秒のブランクをはさんで3回ずつ提示さ

れるように編集された．各動作は正面撮影，背面撮

影それぞれについて編集された．

評定項目　6件法により以下の項目について評定を
行った．

　ユ）視覚的理解しやすさ「この動作を白分がまねし

てやってみようとするときに，見て，どの程度わか

りやすいか，評定してください」；a．動き全体の流

れ，b．腕の位置や動き，c．足の位置や動きについて

第20号

　2）映像イメージの浮かべやすさ「この動作の映で象

を頭の中でイメージしてください．映像イメージの

浮かべやすさについて，評定してください」；a．動

き全体の流れ，b．腕の位置や動き，c．足の位置や動

きについて

　3）行動調整の困難さ；a．腕と足を合わせて行うこ

と，b．腕の動き，c．足の動き

　視覚的理解しやすさ及び映像イメージの浮かべや

すさに関しては正面提示，背面提示それぞれについ

て評定を行った．したがって，ユつの動作材料につ

き，合計15項目の評定がされた．

手続き

　被験者は4群に振り分けられ，時間的制約から，

2種類の材料提示ビデオについて評定を行った．正

面提示が先か背面提示が先か，及び，2種類のうち

どちらを先に評定するかについては，カウンターバ

ランスされた．この手続きにより，1個の材料には

ユ2人から評定値が与えられた．

　教示及び練習の後，以下の手順で評定が行われ

た．まず，動作が2回提示された後，被験者はわか

りやすさについて評定を行い，続いて，3回目の提

示の後，映像のイメージしやすさについて行った．

正面提示と背面提示についてこれらの評定が全て終

了した後，ビデオによって材料を提示しながら実験

者が動作を説明し，実験者実演のもとに，評定者が

実際に当該動作を正確に2回遂行してから，その動

作の遂行の困難さについて評定を行った．所要時問

は1時問前後であった．

結　果

　視覚的理解しやすさ及び映像イメージの浮かべや

すさの評定は，理解しやすいあるいはイメージを浮

かべやすい程高得点に，また，行動調整の困難さの

評定は，困難さが低い程，すなわち簡単な程高得点

となるように得点化された．各動作について，評定

項目ごとに対象者による評定値の平均を求めた．そ

れらの平均評定値を変数として，クラスター分析

（ward法）を行った．その結果をFig．1に示した．

Fig、ユのデンドログラムを見ると，同数ずつ4つ

のクラスターに分かれている．

　第4クラスター（以下，クラスターA）に含まれる

動作は，足の動きを伴わない腕だけの簡単な動き

や，腕の動きを伴わない足だけの簡単な動き（片足

を前や横に出して戻すなど）であった．第！クラス

ター（以下，クラスターB）に含まれる動作は，　‘跳

んで足を入れ替える’，　‘腕を挙げて背伸びする’

を除いては，第4クラスター（A）と同様な足の動き
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Fig．2－a クラスターAに含まれる動作
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Fig．2－bクラスターBに含まれる動作

に腕の動きを伴うものであった．ここでの腕の動作

は，動作足と左右一致する腕の動作か，あるいは左

右は異なっていても足の動作と同じ方向やタイミン

グでの腕の動作であった．第2クラスター（以下，

クラスターC）にも同様に‘簡単な足十腕’の動作

が多く含まれているが，この場合の腕の動作はクラ

スターBとは異なり左右や動作方向あるいはタイ

ミングが，足と一致しないものである．また，膝の

屈伸を伴う動作も含まれていた．第3クラスター

（以下，クラスターD）には，複雑な足の動きや膝を

曲げたポジションからの動作が含まれていた．各ク

ラスターに含まれる動作をFig．2に示した．

　各クラスターの特徴を明確化するために，クラス

ター毎の各評定項目の平均を求め（Fig．3），一要

因の分散分析を行った．15項目全てについて，主効

果が有意であった（正面提示の1－a項目から2－c項目
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　腕足全体　腕足全体
　　クラスターC　　　　　クラスターD

各クラスターのプロフィール

璽璽翻遂行

一“一正面・理解

一十一正面・イメージ

ー■一一背面・理解

一一ロー一背面・イメージ

腕　　足　全体　　　　腕　　足　全体

クラスターA　　　　　　クラスターB

　　　　　　　　　　　　Fig．3

考察

　4クラスターによる解釈を行った．クラスターB

とCについては，部分的に，類似した動作を双方

に含んでいたが，各クラスターへの材料の分かれ方

は，おおむね動作の内容によって説明が可能であっ

たといえよう．

　クラスターA，B及びCの動作は，足は基本的
に，片足を前や横に出して戻すという内容である．

クラスターAとBには，前者は腕だけあるいは足

だけの動作であるが，後者は足と腕を一緒に動かす

という差異がある．しかし，評定の結果では，腕に

関する評定だけでなく，1項目を除いてすべての評

定で有意差が示された．腕の動作を伴うことによっ

て全体的に難しく感じられるようになったのであろ

う．また，クラスターBとCの間の動作の内容の

差異は，後者では，腕の動きが左右や方向，タイミ

ングが足と異なるために足の動きとあわせにくいこ

とである．腕の違いにより理解・イメージ評定は腕

だけでなく，足でも全体でも有意にCが低くなっ

ているが，遂行困難さには差はなかった．このこと

は，クラスターBとCは遂行上の困難さには大き

な違いがなくても，視覚的理解の困難さが異なるこ

とを示している．このように，視覚的理解しやすさ

と行動調整の困難さは完全に一致しているわけでは

ないようである．それゆえ，実験事態において，材

Tab1eユ 多重比較の結果

腕 足　　　　　　　　　　全体

正面・理解

正面・イメージ

背面・理解

背面・イメージ

遂行

　　D＝C＜B＜A

　　D＝C＜B＜A

　　D＝C＜B＝A

　　D＝C＜B＜A

D＝C，D＜B，C＝B＜A

D＜C＜B＜A

D＝C＜B＜A

D＜C＜B＜A

D＜C＜B＜A

D＜C＝B＜A

D＝C＜B＜A

D＝C＜B＜A

D＝C＜B＜A

D＝C＜B＜A

D＜C＝B＜A
アルファベットはクラスターを表す
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